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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 10,896 26.4 266 ― 445 445.3 329 ―

2022年3月期第2四半期 8,620 29.5 19 413.3 81 ― 20 ―

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　909百万円 （548.2％） 2022年3月期第2四半期　　140百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 19.39 ―

2022年3月期第2四半期 1.23 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期第2四半期 23,251 9,348 33.1 451.68

2022年3月期 21,318 8,089 33.1 415.13

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 7,684百万円 2022年3月期 7,063百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

2023年3月期 ― 0.00

2023年3月期（予想） ― 3.00 3.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,000 23.4 600 165.7 540 52.0 350 42.2 20.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 17,014,000 株 2022年3月期 17,014,000 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 86 株 2022年3月期 85 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 17,013,914 株 2022年3月期2Q 17,013,915 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績予想等は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因

により異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、一

部では持ち直しの動きも見られたものの、原材料価格の高騰による企業収益や個人消費への影響が顕在化しつつ

あるなど、先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは新型コロナウイルス対策として、在宅勤務や交代勤務の実施などにより

感染リスクの軽減に努める一方、引き続き売上拡大に向け営業強化を図るとともに工程改善、生産効率の向上及

び原価低減に取り組んでまいりました。

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高108億96百万円（前年同四半期比26.4％増）、営業利益２億66百

万円（前年同四半期比1,295.4％増）、経常利益４億45百万円（前年同四半期比445.3％増）、親会社株主に帰属

する四半期純利益３億29百万円（前年同四半期比1,483.0％増）となりました。

セグメントごとの状況は、以下のとおりであります。

日本成形関連事業

日本成形関連事業では、半導体の供給不足により、納入先である自動車メーカーの完成車工場で操業停

止や減産が引き続き実施されているものの、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中で生産量は

回復傾向にあります。また、2021年７月より連結子会社とした竜舞プラスチック株式会社の売上も寄与して

おります。この結果、売上高90億60百万円（前年同四半期比28.3％増）、セグメント利益１億７百万円（前

年同四半期はセグメント損失１億63百万円）となりました。

中国成形関連事業

中国成形関連事業では、主要顧客からの受注が大幅に増加したことに加え、利益率の高い製品の受注も

好調に推移しました。この結果、売上高３億89百万円（前年同四半期比76.0％増）、セグメント利益65百万

円（前年同四半期比272.9％増）となりました。

アメリカ成形関連事業

アメリカ成形関連事業では、半導体の供給不足は続いているものの、家電等の生産量は回復傾向にあり

ます。一方で、メキシコ第二工場新設に伴う先行経費を計上していることから、コストは増加しておりま

す。この結果、売上高13億３百万円（前年同四半期比9.4％増）、セグメント損失26百万円（前年同四半期

はセグメント利益51百万円）となりました。

不動産関連事業

相模原市の賃貸建物、二本松市所在の土地から構成されております。売上高１億43百万円（前年同四半

期比0.1％減）、セグメント利益１億17百万円（前年同四半期比0.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、232億51百万円（前連結会計年度末比19億32百万円増）となりまし

た。

流動資産は、現金及び預金36億84百万円（前連結会計年度末比３億18百万円減）、受取手形、売掛金及び契約

資産35億27百万円（前連結会計年度末比１億86百万円増）等により111億81百万円（前連結会計年度末比５億36

百万円増）となりました。

固定資産は、有形固定資産114億80百万円（前連結会計年度末比14億１百万円増）、投資その他の資産４億97

百万円（前連結会計年度末比３百万円増）等により120億70百万円（前連結会計年度末比13億95百万円増）とな

りました。

②負債

負債合計は、139億３百万円（前連結会計年度末比６億74百万円増）となりました。

流動負債は、支払手形及び買掛金25億53百万円（前連結会計年度末比３億42百万円増）、電子記録債務30億16

百万円（前連結会計年度末比90百万円減）等により93億94百万円（前連結会計年度末比３億89百万円増）となり

ました。

固定負債は、長期借入金35億77百万円（前連結会計年度末比３億55百万円増）等により、45億９百万円（前連

結会計年度末比２億84百万円増）となりました。

③純資産

純資産合計は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上、為替換算調整勘定の変動、非支配株主持分の計上

等により93億48百万円（前連結会計年度末比12億58百万円増）となりました。
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④キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ３億18百万円減少し、

37億57百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは４億72百万円の収入（前年同四半期８億31百万円の収入）となりまし

た。主な要因は、減価償却費９億26百万円の計上、売上債権の増加４億20百万円、未払消費税等の減少１億90百

万円等によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローは15億円の支出（前年同四半期４億56百万円の支出）となりました。主な

要因は、有形固定資産の取得による支出14億34百万円等によるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローは５億44百万円の収入（前年同四半期３億99百万円の収入）となりまし

た。主な要因は、長期借入による収入12億49百万円、長期借入金の返済による支出８億60百万円によるものであ

ります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予測については、2022年５月13日の「2022年３月期 決算短信」で公表いたしました通期連結業績予

測に変更はありません。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,003 3,684

受取手形及び売掛金 3,340 3,527

電子記録債権 1,367 1,696

製品 607 711

仕掛品 138 169

原材料 876 966

その他 310 424

流動資産合計 10,644 11,181

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,053 3,069

土地 3,402 3,520

その他（純額） 3,622 4,890

有形固定資産合計 10,078 11,480

無形固定資産

のれん 26 18

その他 75 73

無形固定資産合計 101 92

投資その他の資産

投資有価証券 269 258

その他 243 257

貸倒引当金 △18 △18

投資その他の資産合計 494 497

固定資産合計 10,674 12,070

資産合計 21,318 23,251

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,211 2,553

電子記録債務 3,106 3,016

１年内返済予定の長期借入金 1,556 1,614

未払法人税等 183 270

賞与引当金 244 244

その他 1,701 1,695

流動負債合計 9,004 9,394

固定負債

長期借入金 3,222 3,577

退職給付に係る負債 264 244

資産除去債務 52 51

その他 685 635

固定負債合計 4,224 4,509

負債合計 13,228 13,903

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,208 1,208

資本剰余金 1,034 1,034

利益剰余金 4,619 4,898

自己株式 △0 △0

株主資本合計 6,862 7,141

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 112 102

為替換算調整勘定 87 440

その他の包括利益累計額合計 200 543

非支配株主持分 1,026 1,663

純資産合計 8,089 9,348

負債純資産合計 21,318 23,251
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 8,620 10,896

売上原価 7,345 9,148

売上総利益 1,274 1,748

販売費及び一般管理費 1,255 1,481

営業利益 19 266

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 5

為替差益 15 158

受取補償金 53 16

その他 12 17

営業外収益合計 87 198

営業外費用

支払利息 24 17

その他 0 1

営業外費用合計 25 19

経常利益 81 445

特別利益

固定資産売却益 0 0

負ののれん発生益 10 －

投資有価証券売却益 － 17

特別利益合計 11 18

特別損失

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 92 464

法人税等 55 153

四半期純利益 37 311

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
16 △18

親会社株主に帰属する四半期純利益 20 329

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 37 311

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7 △10

為替換算調整勘定 95 609

その他の包括利益合計 102 598

四半期包括利益 140 909

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 94 672

非支配株主に係る四半期包括利益 46 237

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 92 464

減価償却費 848 926

のれん償却額 9 11

負ののれん発生益 △10 －

賞与引当金の増減額（△は減少） 31 △0

受取利息及び受取配当金 △4 △5

支払利息 24 17

為替差損益（△は益） △5 △35

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △0

有形固定資産除却損 0 0

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △17

売上債権の増減額（△は増加） 567 △420

棚卸資産の増減額（△は増加） △128 △143

仕入債務の増減額（△は減少） △825 31

未収入金の増減額（△は増加） 78 1

未収消費税等の増減額（△は増加） 141 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 94 △190

その他 △105 △76

小計 808 563

利息及び配当金の受取額 4 5

利息の支払額 △24 △18

法人税等の支払額 △22 △80

法人税等の還付額 66 2

営業活動によるキャッシュ・フロー 831 472

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △446 △1,434

有形固定資産の売却による収入 0 -

無形固定資産の取得による支出 △2 △36

関係会社株式の取得による支出 － △31

投資有価証券の売却による収入 0 17

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の

取得による支出
△13 －

その他 5 △16

投資活動によるキャッシュ・フロー △456 △1,500

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △800 －

長期借入れによる収入 2,100 1,249

長期借入金の返済による支出 △717 △860

リース債務の返済による支出 △131 △114

自己株式の取得による支出 － △0

非支配株主からの払込みによる収入 － 321

配当金の支払額 △51 △51

財務活動によるキャッシュ・フロー 399 544

現金及び現金同等物に係る換算差額 30 164

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 805 △318

現金及び現金同等物の期首残高 2,891 4,075

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,696 3,757
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたっ

て適用することといたしました。これによる影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効税率

を使用する方法によっております。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額　　
（注）２

日本成形
関連事業

中国成形
関連事業

アメリカ成形
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 7,064 221 1,190 144 8,620 － 8,620

セグメント間の内部

売上高又は振替高
17 1 － － 19 △19 －

計 7,081 222 1,190 144 8,639 △19 8,620

セグメント利益　　　

又は損失（△）
△163 17 51 117 22 △3 19

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

　当第２四半期連結会計期間において、竜舞プラスチック株式会社の株式を100％取得し、連結の範囲

に含めております。

　これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第２四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金

額は、「日本成形関連事業」において、32億44百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

　「日本成形関連事業」において、竜舞プラスチック株式会社の株式を100％取得し、連結子会社とし

たことにより、負ののれん発生益を認識しております。なお、当該事象による負ののれん発生益の計上

額は、当第２四半期連結累計期間においては10百万円であります。また、負ののれん発生益は特別利益

のため、上記には含めておりません。

- 11 -

天昇電気工業㈱(6776)　2023年3月期 第2四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額　　
（注）２

日本成形
関連事業

中国成形
関連事業

アメリカ成形
関連事業

不動産
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,060 389 1,303 143 10,896 － 10,896

セグメント間の内部

売上高又は振替高
18 40 － － 59 △59 －

計 9,078 430 1,303 143 10,955 △59 10,896

セグメント利益　　　

又は損失（△）
107 65 △26 117 263 2 266

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。

２.報告セグメントごとの資産に関する情報

「アメリカ成形関連事業」において、三甲プラスチックスメキシココーポレーション第二工場建設に伴

い、固定資産が増加しました。また、増資により現金及び預金が増加しました。

これにより、前連結会計年度の末日に比べ、当第２四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額

は、「アメリカ成形関連事業」において、19億47百万円増加しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

（多額な資金の借入）

　当社の連結子会社である三甲アメリカコーポレーションは、当社の連結子会社である三甲プラスチックスメキシ

ココーポレーションの第二工場設備資金として、2022年８月29日に借入を実行しました。

　取引の概要

　① 借入資金の使途：三甲プラスチックスメキシココーポレーション第二工場における設備資金

　② 借入先の名称：三甲株式会社及び、日本プラパレット株式会社

　③ 借入の金額：16,000千米ドル

　④ 借入の実施時期、返済期限：実行日　　2022年８月29日

　　　　　　　　　　　　　　　 返済期限　2034年６月30日

　⑤ 借入金利：固定金利

　⑥ 担保提供資産又は保証の内容：無担保、無保証
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